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 第 1章と第 2章では＜岐阜県可児市＞で行われた実践について述べ、第 3章では＜東京都足立区＞で行われた実践につ
いて述べた。日本人と棲み分けて集住する可児市とその周辺地域の外国人労働者と異なって、足立区とその周辺地域に多住
するフィリピン女性は日本人との接点が多く、棲み分けにつながりにくいとされているが、負の眼差しに悩まされている。






















 続いての第 3 章では、足立区に根ざしたアートプロジェクト「イミグレーション・ミュージアム・東京」の一環として
開催した事業、映像展示作品の「Their history, to be our story」について考察した。まずは、先行研究を踏まえて、フ
ィリピン女性が日本社会から受けている二重の差別（外国人・女性）を概括し、メディア学の言説に基づいて、マイノリテ
ィの負のイメージの再生産を断ち切る必然性について述べた。また、テレビ番組における外国人や在日フィリピン女性の表
象と対比しつつ、映像展示作品「Their history, to be our story」の表象と、作品が用いた「ドキュメンタリー演劇」的
な手法について論じた。最後に、映像展示に来場した観客に実施したアンケート調査やインタビュー調査、映像展示現場に






















とりわけ、膨大な量の一次賓料であるフィールドワーク ノートは、ワ ークショップの描写やアンケート調査の結果、 
ヒアリング調査などを加えて緻密に分析させており、外国人支援の現場でも文化施設や芸術系団体にも参考となるような、 
訴求力のある内容となっている。 
筆者自身が外国人留学生でありながら、18 万字に及ぶ日本語の文章は全く破綻がなく、誤字脱字もない完成度の高い論
述であった。審査会では高い評価を受け、博士号授与に十分ふさわしい論文であると認められた。 
